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新議長新議長にに石名氏石名氏をを選出選出
　６月13日、６月定例会初日に、筒井孝充前議長の辞職に伴う議長選挙が行われ、
新議長に石名国光氏が選出されました。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
活
動
と
市
政
全
般
に
わ
た

り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
私
は
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
４
月
臨
時
会
に
お
い
て
市
議
会
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
及
び
パ
ワ

ハ
ラ
行
為
を
し
た
議
員
に
対
し
「
議
員
辞
職
勧
告
決
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
当
該
議
員
に
は
、
議
会
の
決
議
を
重
く
受
け

止
め
、
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
議
会
は
か

つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
か
ら
「
叱
咤
激
励
」
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
私
は
、
議

会
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
対
応
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
少
子
高
齢
化
や
自
然
災
害
へ
の
防
災
対
策
な
ど
取
り

組
む
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
克
服
に
向
け
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責
務
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
て
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
「
執
行
部
と
力
を
合
わ
せ
」
市
民
生

活
及
び
福
祉
の
向
上
、
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
に
向
け
議
員
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
自
ら
「
襟
を
正
す
」
こ
と
で
、
不
祥
事
を
許
さ
な
い

自
浄
作
用
を
持
つ
こ
と
と
、
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制

定
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
市
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
議
長
就
任
に
伴
い
、
議
会
運
営
委
員
会
、
一
部
の
常
任
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
の
異
動
及
び
役
職
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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議会運営委員会
◎室　井　伸　一　
○大　竹　功　一
　永　山　　　均　　
　植　村　美　洋　　
　鈴　木　裕　哉　　
　佐　川　琴　次
　戸　倉　宏　一　　
　菅　原　修　一

総務常任委員会	
◎戸　倉　宏　一　
〇大　木　絵　理
　室　井　伸　一　　
　緑　川　摂　生
　大　竹　功　一　　
　筒　井　孝　充

議会報編集委員会
◎佐　川　京　子
〇根　本　建　一　　
　大　竹　功　一　　
　大　木　絵　理　　
　佐　川　琴　次
　永　山　　　均

白河地方広域市町村圏整備組合議会議員
　石　名　国　光　・　北　野　唯　道
　根　本　建　一　・　佐　川　琴　次

白河厚生総合病院運営委員会委員
　石　名　国　光　・　佐　川　京　子
　高　畠　　　裕　・　吉　見　優一郎

　
５
月
22
日
、
全
国
市
議
会
議

長
会
第
１
０
０
回
定
期
総
会
に

お
い
て
、
筒
井
孝
充
前
議
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。石名国光議長佐川京子副議長

全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
感
謝
状
贈
呈

６月定例会

筒井孝充前議長


